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緒 言

熱帯 ・亜熱帯 アメリカに広 く分布す るオ ンシジウム(Oncidium spp.)は お よそ400種 か らな り,草 姿 は

小～大形 で,樹 木着生,岩 上生 または地生 で形態 は変異に富 んでい る1)。

指宿植物試験場では,オ ンシジウム をボラ土のみで栽培 している。 しか しボラ土で はあ ま り生育が 良い

とは思 われず,各 種 の異 なる培養土を用 いて,ボ ラ土 を対照 に生育の調査検討 を行 った。

材料 と方法

試験方法は,① ボラ土(中 玉),② 水 苔,③ くん炭(当 場水 田 で栽 培 した水稲籾 殻 を使 用),④ ヤ シ殻

(果皮(外,中 果皮)を 砕いた ものCoconut peat, Cocopeat),⑤ くん炭:ボ ラ土=1:1(重 量比)の

5試 験 区と した。試験 は温泉熱利用 ガラス温室内で1994年1月19日 か ら1995年1月 上旬 まで行 った。材料

は,1994年1月19日 に株分 け した1年 生 オ ンシジウム をプラスチ ック5号 鉢 に1本 植 え とし,各 区10鉢 と

した。調査 開始時の苗の平均草丈 は24.5cmで あった。実験 は無肥料 で行 った。

調査は第1わ き芽,第2わ き芽,そ れぞれの草丈 について行 った。 第1わ き芽 とは,母 株 か ら発 生 した

もので,第1わ き芽 よ り発生 した もの を第2わ き芽 とした。

結果 と考察

1)第1わ き芽(第1,2図)

第1わ き芽の最 も発生 の早か ったのは水苔 区の2月9日 で,く ん炭 区,ヤ シ殻 区,く ん炭:ボ ラ土=1

:1区 は3月10日 ,最 も発生 の遅か ったのはボラ土 区の3月16日 であ った。水 苔 を除い た全 区 で10鉢 中全

てに第1わ き芽が発生 した。

第1わ き芽の生育が最 も大 きかったのは水苔区の平均23.9cmで,最 も小 さかったの はボ ラ土 区の平均14.3

cmで あ り,そ の差 は9.6cmで あ った。9月8日 以降は全 区 とも生育が緩やかになった。

2)第2わ き芽(第3,4図)

第2わ き芽では,3月16日(第!わ き芽発生か ら6日 目)に くん炭:ボ ラ土=1:1区 が発 生 し,次 い

で水苔区の8月17日 で,最 も遅かったの は10月5日 に発生 したヤ シ殻 区であった。

第2わ き芽 の草丈 は,発 生 の早 かった水苔区が最 も大 きく16cmで,発 生 の遅 か ったヤ シ殻 区が最 も小 さ

く5.9cmと な り,そ の差は10.1cmと 大 きか った。

また,水 苔区には第3わ き芽が1鉢,く ん炭:ボ ラ土=1:1区 には第3,4わ き芽が それぞ れ1鉢 つ

つ観察 された。

これ らのことか らオ ンシジウムの栽培 には,第1,2わ き芽の発生 日数,生 育状況 か らみて も水 苔利用

が適 していると思われ,次 いで くん炭区,く ん炭:ボ ラ土=1:1重 量 比 区が良 く,今 まで使 用 してい た

ボ ラ土 では,生 育は他 区に比べ劣る ことが明 らか となった。

ラン類で は,株 数が多 くボリュームのある方が花 が着 きやすい とい う事 か ら,現 在 まで の調査 では,商

品価値 の面 において も水苔 区が良い と思 われ る。但 し水苔 は単価が 他 と比 べ て高価 で あ り,年 に1～2回

の植 え替 えをした場合,相 当 な費用がかか るの に対 し,次 いで成績 の良 かっ た くん炭 は当場 で入手,作 成

で きるので資源 の有効利用,コ ス ト節約の点か らも今後試験 を続けて い く必要 が あろ う。 また,全 区 とも

無肥料で試験 を行 ったので,培 養土 と施肥 との関係や着花状 況 も検討 したい。

1)唐 澤耕 司 ・合田弘之:園 芸植物大辞 典5.P.303-314,塚 本洋太郎監修,小 学館,東 京(1989)
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